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災害避難民の数も年間 2,600 万人に上るようになっている（Norwegian Refugee Council/Internal 
Displacement Monitoring Centre 2015, 8）。国際社会は2000年比で12倍となる年額250億ドルを人道支
援に費やすようになったが、すべての人々のニーズを満たすには依然として 150億ドル程度が不足




なわれ、人道的空間の確保が困難になる問題も生じている（中満 2008; 長 2008; 上野 2012）。 
また、人道危機への対応は緊急人道支援だけでは不十分であり、救援、復旧・復興、予防または
開発を含む連続的な支援の必要性が認識されて久しいが、依然として人道支援と開発援助の連携・
調整には様々な課題が存在する（UN 1991; Gómez and Kawaguchi 2016）。 
加えて、武力紛争下で繰り返される国際人道法の違反も大きな問題である。冷戦終焉後、紛争犠
牲者の8～9割を無辜の民間人が占めるようになり（Collier et al. 2003, 17; Kaldor 2006, 9）、人道支援
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『人道への課題（Agenda for Humanity）』を提示した（UN 2016a）。 
『人道への課題』は、1990年代にブトロス・ガリ元事務総長が発表した『平和への課題（Agenda 




人道規範の遵守、③誰一人取り残さない（leave no one behind）、④届ける支援からニーズ解消に向







                                            
1 各国首脳の正式な欠席理由は管見の限り明らかにされていない。ただし、ロシアは開催直前になってニューヨーク
にある各国の国連代表部にサミットを批判する声明文を配布している（Parker 2016）。 
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事務総長報告書は数多くの新しい提案を含む点が評価された一方で（Bennett 2016）、国連機関や
機関間常設委員会（IASC）といった国連の人道支援システム 3の改革に関する議論の欠如が指摘さ
れた（Aly and Wall 2016）。サミットに向けて「人道行動における説明責任および実績のための行動
的学習ネットワーク（ALNAP）」が主催した国際フォーラム 4では、参加した 200 の人道支援組織
のうち72％が、被災者の人道ニーズを満たすために国連機関のマンデートと役割の改革が必要であ
















た（WHS secretariat 2016b, 7）。アクター別の内訳では、185のアクターのうちNGO 38%、各国政府
29%、その他18%、国連機関8%、そして民間セクタ 7ー%であった（WHS secretariat 2016b, 7）。 
「5つの核となる責任」との対応関係をみると、第 4の責任「届ける支援からニーズ解消に向け
た取り組みへ」に関するコミットメントが最も多い 939件（全体の 30%）、第 3の責任「誰一人取
り残さない」が 854件（27%）、第 2の責任「人道規範の遵守」が 684件（22%）、第 5の責任「人
道への投資」が392件（13%）、そして第1の責任「紛争予防・終結のための政治的指導力」が最も
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表1 サミットを通じた新たなマルチステークホルダー・イニシアティブ 




















































































































(1) 「5 つの核となる責任」対応箇所については、サミット事務局が作成した Annex 1: Mapping of Multi-stakeholder 
Initiatives and Areas of Work by Core Responsibilityの分類に基づいて整理した（WHS secretariat 2016b, 33-36）。ただし、
厳密に分類すれば、一つだけではなく複数の責任に対応しているコミットメントもある。なお、第2の責任「人道規
範の遵守」に関するコミットメントは数多く表明されたが、新たなイニシアティブは立ち上がらなかったため省略。 
(2) 脆弱国グループ（V20: Vulnerable Twenty Group of Ministers of Finance）についての詳細は http://www.v-20.org/ を参照。 
(3) プラットフォームは2016年9月19日に開催された「難民と移民に関する国連サミット」で発表された。詳細につ
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加えて、コミットメントには拘束力がないため、過去にコミットしてこなかったアクターは今回も















年 9月にOCHAが開設した「行動、誓約、変革のためのオンラインプラットフォーム（PACT: Platform 















とめた共同宣言を発表した（Solutions Alliance 2016）。共同宣言に賛同した JICAは、トルコ、ヨル
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以上 
 
本稿の目的は開発援助の議論を広く紹介することにあります。本稿の掲載情報は信頼できると考えられ
る情報源から作成しており、作成には万全を期しておりますが、その正確性、完全性を保証するもので
はありません。詳しくは原論文をご参照下さい。また、記載された付加価値、政策含意や留意点は作成
者個人の責任で執筆されており、作成者が属する組織の見解とは必ずしも一致しておりません。 
 
